
 

 

二
〇
二
〇
年
三
月
二
九
日
（
日
）
一
五
時
～ 

横
浜
市
教
育
会
館
３
Ｆ
春
風
社
に
て 

 
対
談 

叡
智
の
人
・
森
田
正
馬
に
き
く―

―

森
田
療
法
の
誕
生 

畑
野
文
夫
（
「

正
し
ょ
う

知ち

会か
い

」
会
長
）×

三
浦
衛
（
春
風
社
代
表
） 

 
森
田
正
馬 

日
本
の
医
学
者
、
精
神
科
神
経
科
医
。
神
経
質
に
対
す
る 

精
神
療
法
で
あ
る
「
森
田
療
法
」
を
創
始
し
た
。 

高
知
県
野
市
町
（
現
・ 

香
南
市
）
生
ま
れ
。
自
ら
も
神
経
質
に
悩
ん
だ
経
験
を
持
つ
。
精
神
分 

析
学
に
は
批
判
的
で
あ
り
、
東
北
帝
国
大
学
教
授
丸
井
清
泰
と
の
論
争 

が
あ
っ
た
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

 

 

１ 

地
獄
絵
と
死 

九
歳
か
一
〇
歳
の
こ
ろ
村
の
寺
で
極
彩
色
の
地
獄
絵
を
見
る
。 

 
 

 

中
学
校
に
進
ん
で
か
ら
哲
学
志
向
に
な
る
も
と
と
な
っ
た
体
験
。 

 

２ 

日
記
か
ら
見
え
て
く
る
も
の―

―

畑
野
文
夫
著
『
森
田
療
法
の
誕
生
』 

 
 

 

森
田
正
馬
の
少
年
時
代
、
芸
術
・
文
学
・
哲
学
へ
の
興
味
・
関
心 

 

３ 

森
田
正
馬
と
そ
の
時
代 

 
 

 

呉
秀
三
、
藤
村
ト
ヨ
、
フ
ロ
イ
ト
、
ク
レ
ペ
リ
ン
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
、 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
ベ
ル
ク
ソ
ン 

 

４ 

森
田
療
法
の
誕
生 

永
松
〔
ア
イ
〕
看
護
長
を
森
田
の
自
宅
に
住
ま
わ
せ
療
治
す
る
。 

 

５ 

森
田
療
法
と
仏
教―

―

人
格
的
な
濃
密
な
一
対
一
の
関
係 

 
 

 

信
仰
で
な
く
哲
学
と
し
て
の 

〈
余
は
知
を
満
足
せ
し
め
て
安
心
立
命
を
得
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
〉 

 
 

 

繋
驢
桔
、
不
安
即
安
心
、
煩
悶
即
解
脱 

 
 

 

ご
自
身
の
体
験
か
ら 

 

◇
畑
野
文
夫
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

一
九
四
〇
年
東
京
に
生
れ
る
。
一
九
六
五
年
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
仏
文
科
を
卒
業
し
、
講
談
社
に 

入
社
。
美
術
図
書
の
編
集
に
携
わ
る
。
美
術
図
書
第
二
出
版
部
長
、
美
術
局
長
、
取
締
役
総
合
編
集
局 

長
、
常
務
取
締
役
（
書
籍
部
門
担
当
）
、
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
長
を
つ
と
め
る
。 


